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研究成果の概要（和文）： 

戦時期の音楽教育実践史の特質として次の点を明らかにした。 

(1)簡易楽器の指導は、1930 年代に東京市内尋常小学校の教師たちによって着手された。そ

れらは玩具的楽器による音楽的自己表現という児童中心主義の思想とともに、次第に戦時行事

の活性化という意図を含んで拡大していった。 

(2)大阪府堺市の佐藤吉五郎によって推進された和音感教育は、音楽の基礎的能力の育成とと

もに、敵の飛行機や潜水艦の音の聴き分けるといった国防教育としての新しい位置づけが生ま

れた。 

(3)これら音楽教育実践の普及には雑誌の発行や SP レコード、映画などメディアの活用が不

可欠な条件となっていた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 This study clarifies the following three points as characteristic of the history of 

music education practice in the wartime period. 

  (1) The use of educational musical instruments was started in the 1930s by teachers 

of some Tokyo city primary schools. They had two purposes: to develop musical 

self-expression with school musical instruments and to build patriotic support for the 

war through music.  

  (2) At the same time comprehensive auditory training was started by Kichigorou Sato 

in Sakai-shi, Osaka. It had two purposes: one was developing fundamental musical 

capability and the other was civil defense, i.e., to recognize the types of enemy aircraft 

and the sound of a submarine. 

 (3)Practical use of the media―including magazines, SP records, and movies―became 

indispensable to the spread of these musical education practices. 
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１．研究開始当初の背景 

これまで先行研究によって、戦時期の音楽

教育は戦意昂揚、忠臣愛国といった思想強化

としてだけなく、音楽美や楽しさを学ぶ場で

あったことが明らかにされている。また、報

告者は戦後期の音楽科においても、芸術教育

の理念を掲げる一方で、戦前と変わらぬ道徳

性の涵養、態度育成を第一義とした教育観に

依る実践が少なからず展開されてきたこと

を指摘した。各時代の社会状況、思想、制度、

実践のあり様に規定される教育は複雑な可

変性を有している。 

そうした中で教科の本質を問うためには、

戦前・戦時期から戦後の歴史的画期における

音楽科教育実践の実態把握、学校教育におけ

る役割・機能を解明し、より立体的な歴史像

を構築する中で、本質を見極める分析視点を

生み出すことが重要だと考える。 

とりわけ本研究では声とモノ（楽器類）を

取り上げ、それらの性質の変容過程、戦時・

戦後の連続性・不連続性を捉えたいと考えて

いる。石附実が「学校とその教育の成立と展

開には、モノ的要素すなわちハードウェアが

もつ意義もきわめて大きい」と指摘するよう

に、楽器などのモノや実際に歌い響く声から

教育の特質や変容の実態を捉えることは、制

度や思想といったソフトウエアが示したも

のの具体を描きだすものとして注目すべき

資料だと考えるからである。 

 

２．研究の目的 

本研究は、1930年代から国民学校期までを

対象とし、この時期の音楽の合科・統合を含

めた教科構成の変遷、並びに教科としての音

楽授業や教科外の学芸会、儀式行事における

音楽教育の実相とその役割機能を歌唱指導

の〈声〉と器楽指導の〈楽器〉に注目しなが

ら明らかにし、今日の学校教育における音楽

科の教科編成の原理的特質とその課題への

史的示唆を導き出すことを目的としている。 

具体的には以下の課題を設定する。 

(1)1930年代から1940年代前半にかけてのカ 

リキュラム全体の変遷と音楽科における

教材構成の類型化と特質についての把握。     

(2)教科外活動における二極化した音楽活動

―学芸会や祝祭日儀式行事な総合的な儀

式行事並びに学外での児童唱歌コンクー

ル等―の実相とその特質についての把握。 

(3)音楽科の指導内容の内実としての〈声〉

の形成過程や〈楽器〉を使った器楽指導の

実相とその特質についての把握。    

(4)(1)～(3)を踏まえての音楽科の役割機能

についての把握。 

 

 



３．研究の方法 

上記の目的を解明していくための分析方

法として本研究が独自性をもつと考える点

は以下の 2点である。 

一つは、音楽科の顕在的カリキュラムの特

質と潜在的カリキュラムとしての音楽表現

のもつ機能性の両方の分析視点をもつこと

である。音楽教育史の分野で潜在的カリキュ

ラムに視点をあてた研究はまだ少なく、イデ

オロギー装置としての歌唱の特性に言及し

たものとして、明治期の唱歌を扱った西島央、

東京芸術大学の国民学校芸能科音楽の歴史

研究グループの研究が数えられる程度であ

る。本研究は顕在的カリキュラムとして立ち

現れる戦前・戦時期の音楽科カリキュラム編

成とその実践の特質とともに、音楽表現活動

のもつ集団統合機能について着目して分析

を行う。 

もう一つの独自性は、これまでの潜在的カ

リキュラム研究では十分扱われてこなかっ

た＜音源＞を資料とした〈声〉、器楽類の実

態把握と楽器の奏法と〈音源〉を資料とした

〈モノ〉を取り上げ、そこで創り出された

音・音楽の質的変化への考察を通して教科の

目的や音楽のもつ集団統合機能のあり方を

解明しようとするところにある。 

上記の課題を踏まえて、次の研究方法によ

って分析を行なう。 

 (1)1930 年代後半から 1940 年代前半にか

けてのカリキュラム全体の変遷と音楽科に

おける教材構成の類型化の分類と特質につ

いて、師範学校附属小学校並びに公立尋常小

学校（または国民学校）の研究紀要、指導案、

沿革誌等の史料並びに雑誌記事の収集と分

析によって明らかにする。 

(2)教科外活動における二極化した音楽活

動の実相とその特質について、1930 年代に発

行された雑誌『学校音楽』、『教育音楽』の記

事内容の把握と分析、また教育音楽に関係す

る範唱、範奏、鑑賞用の SPレコード等の音

源ならびに映像資料の調査を通して明らか

にする。 

(3)音楽科の指導内容の内実としての〈声〉

の形成過程や〈楽器〉を使った器楽指導の実

相とその特質の把握については、指導書、音

源、楽器等の史料の収集と分析により実施す

る。また、特徴的な歌唱指導、器楽指導を実

践している学校、教師の発掘とその個別事例

についての関係著書、雑誌、関係者へのイン

タビューによる実態把握と分析を行なう。 

(4) (1)～(3)を踏まえての音楽科の役割機 

能についての把握は、歌唱指導「正しく歌う」

や「音名唱法」の実施、器楽指導「一斉合奏」

の指導原理の模索と確立を中心に、それらが

戦前・戦時期の音楽教育実践の歴史像の中で

どのような位置づけのもとに行われていっ

たのか、〈声〉や〈モノ〉の性質やその変化

は音楽教育実践にどのような影響を与えて

いったのか等の分析を通して考察していく。 

 

４．研究成果 

1.研究の目的で設定した課題(1)～(4)の

うち、(1)については現在継続して作業中で

ある。ここでは(2)～(4)の課題を中心にその

成果を整理する。 

(1)1930 年代から戦時期にかけての実践の

中でとりわけ器楽教育は特徴的であった。器

楽教育は大正期の自由教育思潮の発展の中

で、東京市の教師たちを中心に研究が進めら

れ、児童一人一人の創造的音楽表現を実現す

るものとして玩具的楽器または大衆楽器と

して流行していたハーモニカ等を活用しな

がら着手されていった。他方、戦時体制が強

化されていくと、為政者の政治的イデオロギ

ー浸潤の場とその道具立てとして学校内で

の祝祭日儀式行事だけでなく、対外的な行事



が生み出され、吹奏楽や喇叭鼓隊の合奏が積

極的に活用されていったことが当時の資料

等から明らかであった。 

 (2)また歌唱教育としては、大阪府堺市で

展開された先駆的な和音感教育があげられ

た。そこでは児童の音楽的基礎力の育成とと

もに、国防教育の一翼を担うものとして位置

づけられていく過程が読み取れた。 

このように 1930 年以降戦時期にかけての

音楽教育実践は、児童の基礎的能力の育成、

創造的音楽表現を実現するものとして、ある

いは政治的イデオロギーの代辯装置、国民の

国防訓練を実用化するものといった複合的

な営みとしての特質を有していた。そしてそ

れに携わる多くの教師たちはその複合的な

課題を矛盾ないものとして受けいれていっ

たことも明らかであった。 

 (3)さらにこの時期の音楽教育実践には、

児童唱歌コンクールの推進とラジオ放送に

よる「模範的」な声の影響、SPレコード、ラ

ジオ放送による和楽器・洋楽器の折衷音楽文

化、ハーモニカやシロホン楽器に象徴される

大衆音楽とクラシック音楽の折衷音楽文化

の影響があったことがあげられた。 

 (4) 1930年代の音楽に係わるラジオや映画、

レコード等のメディアの発達はめざましく、

それらは文化の大衆化、平等化を押し進める

とともに、国民統合の政治的道具としての機

能も果たしていったと考えられる。国防教育

として和音感教育の実践が SP レコード、映

画として喧伝されたことはその一端を示す

ものであった。そして折衷型の音楽文化も学

校の音楽文化に影響を与え、さらに戦後に引

き継がれて、正統的な管弦楽や吹奏楽への発

展とは異なる独自の器楽教育の基盤となっ

ていったのではないかと考えられる。 

 

今後は、研究の目的：課題(1)カリキュラ

ム全体の変遷と音楽科の教材構成の類型化

の作業の継続とともに、メディア発達によっ

て大衆化した音楽文化が政治的イデオロギ

ーも織り込みながら学校音楽と接触し、音楽

科の指導内容や機能をも変容させていく、そ

のことを仮説として、1930 年代から戦後まで

の音楽教育実践の実相を明らかにしていく

ことを次なる課題として研究を継続してい

きたい。 
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